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1. はじめに 

フィルダム等のアスファルトフェーシング工法では，遮水性を確保するためにアスファルト混合物

の空隙率が一定値以下となるように締め固め，耐久性の低下やブリスタリングの発生を防ぐために表

面の欠陥（ひび割れや粗面）を防止することが重要である。前報 1)では，大規模な舗設試験を実施す

ることなく，水工用アスファルト混合物の施工性を評価する方法として，アスファルトフィニッシャ

を模擬した屋外施工性評価装置を適用し，材料や機械の諸条件が敷均し後の表面状態や密度に及ぼす

影響を検討した。今回は，より簡便に水工用アスファルト混合物の施工性を評価することを目的とし

て，新たに考案した室内試験を適用してアスファルト混合物の性状から施工性を評価する方法を検討

した。 

2. 施工性評価室内試験の概要 

敷均し時の水工用アスファルト混合物は，スクリードのタンパ等から振動エネルギーを受けること

によって，空隙率を小さく平滑に締め固めることが可能であり，小さな空隙率で，平滑に仕上がるも

のほど施工性が良好と判定される。このことから，アスファルト混合物の施工性（締固め易さ）を評

価する室内試験法として，図－１の装置を製作して，その適用性を調べた。装置は，保温用ヒータ付

きモールドを振動台上に取り付けたものであり，試験は，①振動台上のモールドにアスファルト混合

物を所定量（空隙率が 0のとき 1500cm3となる量）を詰め，②その上に多数の小孔を有する載荷板を

載せ，③所定の振動エネルギーを与えてアスファルト混合物を
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図－１ 試験装置 

表－１ 試験ケース 

条件 
ｹｰｽ名 

ｱｽﾌｧﾙﾄの 
種類 

ｱｽﾌｧﾙﾄ量

（％） 
温度 
（℃） 

基本 7.4 
As6.9 6.9 
As7.9 7.9 

165 

135℃ 135 

150℃ 150 

180℃ 

StAs  
60/80 

180 

改質 A 改質Ａ 
改質 B 改質Ｂ 
改質 C 改質Ｃ 

7.4 

165 

※改質Bは，屋外施工性評価試験1)は未実施だが，実績から不良と推定される。 

表－２ アスファルトの物性 

ｱｽﾌｧﾙﾄ種類 
物性 

StAs60/80 改質 A 改質 B 改質 C 

針入度(25℃) 
(1/10mm) 

76 99 62 199 

軟化点（℃） 47 95 92 70 

ﾌﾗｰｽ脆化点（℃） -10 -22 -22 -25 
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締め固め，④載荷板が沈下する挙動を測

定する要領で行った。試験は，載荷板の

質量を 500，600，700ｇに変化させて３

回実施し，各々について載荷板下端とモ

ールド上端の距離（以下，「沈下量」と呼

称する）を経時的に測定した。 

3. 試験ケース 

実施した試験ケースを表－１に示す。

試験はアスファルト混合物の温度，アス

ファルトの種類，アスファルト量を変化

させて実施した。アスファルトの物性と

粘度を表－２，図－２に示す。骨材の粒

度は，前報 1)と同様のものとした。 

4. 試験結果 

振動開始からの経過時間と沈下量の関

係の一例（温度をパラメータとしたケー

スの結果）を図－３に示す。どのケース

においても，時間とともに沈下量は増加

した。アスファルト混合物の条件により

異なる経過時間－沈下曲線が得られた。

締め固まりやすさの指標として，沈下量

が 25mm から 30mm に変化する区間の

沈下速さを，「平均沈下速度(mm/min)」

と定義し，3 回の試験の平均値で示すと

図－４のとおりであった。図には，前報

1)の 屋 外 試 験 に お け る 敷 均 し 速 度

1.0m/min のケースの施工性の良否（５

点満点の４点以上を施工性良好と定義した評価点）を併記した。試験結果は，以下のとおりであった。 

・ アスファルト量 6.9～7.9％の範囲では，アスファルト量が多いほど，平均沈下速度は増加した。 

・ アスファルト混合物の温度が 135～180℃の範囲では，温度が高いほど平均沈下速度は増加した。 

・ アスファルトの種類を変化させた試験では，施工性が悪いと考えられる改質アスファルトＢの平均

沈下速度が 10mm/min以下で最も小さかった。 

・ 今回の試験結果を，前報 1)の施工性評価試験の結果と比較すると，平均沈下速度がある値より大き

いものは，施工性が良好である傾向がある。図－４から，施工性が良好（評価点で４点以上）と判

定されるものの平均沈下速度は，およそ 25mm/min以上といえる。 

5. おわりに 

試験結果から，アスファルト混合物の「平均沈下速度」が大きいほど，締固まりやすく，施工性が

良いと判定することができ，水工用アスファルト混合物の施工性を評価する方法として，室内試験の

適用可能性が示された。今後，施工性を考慮して，水工用アスファルト混合物の材料・配合を検討す

る際に，本試験を活用する予定である。 
参考文献 1) 藤澤 理他：施工性評価装置を用いた水工用アスファルト混合物の斜面敷均し実験，土木学
会第 55 回年次学術講演会Ⅵ部門，2000. 
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図－３ 試験結果の例（時間－沈下量曲線） 
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図－４ 各要因と平均沈下速度 
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